
技術提案書    本業務の実施方針 様式　第 11号

基本コンセプト 蔵書や郷土資料を縦糸に、小千谷に暮らす人々の経験を横糸に。
     利用する人それぞれの物語～小千谷のもの・こと～を紡ぎだす、情報環境の構築をめざします。weaving stories

図書館機能を中心とした複合施設の
役割を考える時、その場所を利用(参加)
することで、市民が新たな価値を紡ぎだ
していける施設設計と、それを支える情
報環境が重要となります。

今回、施設・情報環境・運用者(図書
館職員)・利用者(市民)を相互につない
で参加を促していくハブとして、館内に
設置されるフロート(移動式書架)を位置
づけています。フロートはテーマにそっ
た書籍を展示する「特集棚」の機能があ
り、それは利用者にとって新しい発見の
きっかけ、参加の起点となります。

情報環境では、フロートごとにテー
マに沿って集められた蔵書・資料間の
つながり(文脈)を一時的な物理的展示
とするだけでなく、再利用可能なメタ
データとして管理するシステムを用意し
ます。このメタデータも検索・探索対象
とすることで、新しいフロートを企画す

ることはより豊かな文脈情報を蓄積し
ていくこととなり、利用者にとってはこ
れまでたどりつくことが難しかった蔵
書や郷土資料と出会う機会を増やすと
いう循環ができます。

個々の蔵書や郷土資料は大切な情
報であり、図書館管理システムやデジタ
ル・アーカイブシステムを用いて効率的
に管理していくことは、図書館運営にお
いて当たり前に必要とされる機能です。
ですが、それだけでは単なる情報の蓄
積に過ぎません。他図書館の蔵書を含
めた横断検索による「見つけることがで
きる情報の拡大」と、書誌情報にとどま
らない「文脈情報の管理と活用」が、デ
ジタル時代の図書館運営において重視
されていく機能であり、提供していくべ
き体験と考えています。

「特集棚」としてのフロートをきっか
けに、利用者は興味関心に従って関連す

る蔵書や資料を検索・探索して知識を
深め、図書館複合施設内の各アンカー
を活用して別の価値を紡ぎ出し、それ
が未来のフロートで紹介される。私たち
は、そうした価値の循環に参加できる情
報環境を構築します。

小千谷市の特産品である小千谷縮に
かけると、蔵書や郷土資料は縦糸であ
り、小千谷に暮らしてきた・暮らしてい
る人々の経験は横糸として縦糸をつな
いでいます。この縦糸と横糸によって紡
がれる(weaving)もの・ことは、小千谷
の物語です。図書館複合施設の利用者
は、蓄積された縦糸と、さまざまな経験
の横糸について、考え、見つけ、紡ぎ出
すことで、その物語の続きに参加してい
きます。

私たちが提案する情報環境の基本コ
ンセプトは、「小千谷の物語を編み続け
る、機織り機」をつくることです。

仕様策定と
システム開発のすすめ方

詳細な内容は様式第14号に記載しま
すが、私たちが考える仕様決定のプロ
セスは、単に市民の声を聞きその要望
を要件に取り込むことではありません。
私たちが構築をめざす情報環境のコン
セプトを共有し、理解していただいた上
で、利活用のアイデアを共創していくプ
ロセスとして位置づけています。

私たちが掲げる基本コンセプトは、
簡単な言葉で表現すると、「集めて」
「編む」こと、つまり「編集」の仕組み
づくりです。編集の対象は、小千谷に暮
らした人々が郷土に残した資料や経験
であり、編集の結果として編みあげら
れるものは小千谷の人々の物語です。
この基本コンセプトの共有と、その実
現のために情報環境が持つべき機能に
ついて利用者・運営者と対話する機会

を開発工程に組み入れ、最終的な仕様
策定を行っていきます。

また、2024年6月の開館後も対話
機会を想定しています。ここでいただく
フィードバックや意見から、2024年12
月までに対応するもの、今後の課題とし
て検討していくものを整理し、情報環境
の活用・改善を図っていきます。

業務体制と参加企業の特色

今回の提案は、基本コンセプトを実
現するための情報環境構築を目的と
しています。この情報環境が提供する
機能や体験については、様式第12号
および様式第13号に記載しますが、
全体として右図に示す要素を統合した
システムとなります。

今回提案する情報環境を実現するた
めに、CEC新潟情報サービス㈱を統括

企業とし、図書館システム、横断検索シ
ステム、UX/UI設計等の各分野を専門
とする協力企業とともに開発を進めて
いきます。

CEC新潟情報サービス㈱は新潟県内
に本社をおく地場企業として、今回の小
千谷市のプロジェクトにおいても地域
に密着しながら情報環境の構築と運営
サポートを提供していくとともに、小千
谷市と協力各社とをつなぐハブとして機
能します。

協力企業のうち、特に、NEC情報サー
ビス事業グループの参画企業は、過去
にも各社の得意分野を生かした協力体
制を構築しており、全国の自治体や公
共施設にさまざまな情報システムを提
供してきました。グループ間の情報共有
も密に行っており、各業務間をまたがる
システム連携についても、使いやすさを
配慮した形で提供しています。

図書館複合施設　情報環境　概要図
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参加企業 ＣＥＣ新潟情報サービス㈱ ※ 統括責任者
協力企業 ＣＥＣ新潟情報サービス㈱ ※ システム開発部 システムインテグレーション担当
    ・図書館管理システム (LiCS-Re3)
    ・IC 機器 /IC タグ
    ・施設予約 /管理システム
    ・利用者用複合機
  ＮＥＣネクサソリューションズ㈱ ※  ・図書館システム 構築支援
  ㈱ソフエル  ・IC 機器、ICタグ 構築支援
  富士フイルムビジネスイノベーション㈱  ・利用者用複合機 導入支援
  南日本情報処理センター㈱ ※  ・施設予約 構築支援
 ㈱カーリル 横断検索、検索API 担当
 ㈱寿限無 デジタル・アーカイブシステム担当
    ・郷土資料管理
 ソシオメディア㈱ UX/UI CMS担当
    ・地域情報の収集・発信・管理、資料検索、探索
 ㈱ BCC ※ デジタル・サイネージ担当

※NEC情報サービス事業グループ参画企業　 

情報環境構築　参加企業　一覧

図書館ウェブサイト

施設予約ウェブサイト
フロートデジタル・

サイネージ
検索サービス

Contents Management 
Systemによる情報発信

アンカーの利用予約、
開催イベント情報発信

利用者用複合機

学校における
図書館複合施設と

オンラインサービスの活用

小千谷市内学校

フロートを起点とした出会いと
アンカーの活用による共創・発信

Context Management System
フロートおよび「つながり」を含む
メタデータの管理

館内資料

館内所蔵貴重資料
小千谷市地域資料

館外資料連携

新潟県立図書館 / 県内図書館蔵書
ジャパンサーチ
NDLサーチ・NDL図書館送信
個人送信 (OAI-PMH等 )
国立公文書館デジタルアーカイブ
その他情報リソース
(将来連携 : 市内学校図書室蔵書 )

デジタル・アーカイブシステム 万葉
館内・館外デジタルデータの
収集・保存・公開

カーリル Unitrad API
多様な情報源と柔軟に連携し、高
速な横断検索を提供

図書館管理システム 
(LiCS-Re3)

統一的なUX/UI 設計による利用者に向けた情報発信
現実の図書館複合施設と、オンラインサービスとの融合

蔵書・電子書籍の管理

館内業務の効率化と、蔵書 /資料の提供 デジタル時代の新しい所蔵の概念と、情報検索・探索体験の提供

図書館複合施設の
多岐にわたる業務について
情報環境を通してサポート



利用する人それぞれの物語～小千谷のもの・こと～を紡ぎ出すために、フロートを起点とした蔵書・資料との
出会いを促進する、情報環境の構築をめざします。

技術提案書    本業務の実施方針を踏まえた情報環境のシステム構成 様式　第 12号

weaving context

図書館機能を中心とした複合施設の
役割を考える時、その場所を利用(参加)
することで、市民が新たな価値を紡ぎだ
していける施設設計と、それを支える情
報環境が重要となります。

今回、施設・情報環境・運用者(図書
館職員)・利用者(市民)を相互につない
で参加を促していくハブとして、館内に
設置されるフロート(移動式書架)を位置
づけています。フロートはテーマにそっ
た書籍を展示する「特集棚」の機能があ
り、それは利用者にとって新しい発見の
きっかけ、参加の起点となります。

情報環境では、フロートごとにテー
マに沿って集められた蔵書・資料間の
つながり(文脈)を一時的な物理的展示
とするだけでなく、再利用可能なメタ
データとして管理するシステムを用意し
ます。このメタデータも検索・探索対象
とすることで、新しいフロートを企画す

ることはより豊かな文脈情報を蓄積し
ていくこととなり、利用者にとってはこ
れまでたどりつくことが難しかった蔵
書や郷土資料と出会う機会を増やすと
いう循環ができます。

個々の蔵書や郷土資料は大切な情
報であり、図書館管理システムやデジタ
ル・アーカイブシステムを用いて効率的
に管理していくことは、図書館運営にお
いて当たり前に必要とされる機能です。
ですが、それだけでは単なる情報の蓄
積に過ぎません。他図書館の蔵書を含
めた横断検索による「見つけることがで
きる情報の拡大」と、書誌情報にとどま
らない「文脈情報の管理と活用」が、デ
ジタル時代の図書館運営において重視
されていく機能であり、提供していくべ
き体験と考えています。

「特集棚」としてのフロートをきっか
けに、利用者は興味関心に従って関連す

る蔵書や資料を検索・探索して知識を
深め、図書館複合施設内の各アンカー
を活用して別の価値を紡ぎ出し、それ
が未来のフロートで紹介される。私たち
は、そうした価値の循環に参加できる情
報環境を構築します。

小千谷市の特産品である小千谷縮に
かけると、蔵書や郷土資料は縦糸であ
り、小千谷に暮らしてきた・暮らしてい
る人々の経験は横糸として縦糸をつな
いでいます。この縦糸と横糸によって紡
がれる(weaving)もの・ことは、小千谷
の物語です。図書館複合施設の利用者
は、蓄積された縦糸と、さまざまな経験
の横糸について、考え、見つけ、紡ぎ出
すことで、その物語の続きに参加してい
きます。

私たちが提案する情報環境の基本コ
ンセプトは、「小千谷の物語を編み続け
る、機織り機」をつくることです。

フロートの位置づけと、
情報環境が解決すべき課題

図書館複合施設内に設置される移動
式書架「フロート」は、他のフロートと
の相対的な位置関係を含めて「その場
所で紹介したいテーマ」「そのフロート
に収められた蔵書・資料間の関係(強い
つながり)」「他のフロートとの関係(弱
いつながり)」といった、従来よりも豊か
な文脈を提供できることが特長です。

一方で「フロート」は、図書館で一般
的な十進分類をもとに整理された書架
ではないため、利用者にとっては「目的
を持って本を探す際に不便」、運営者に
とっては「蔵書がどこにあるか(どこに配
架すべきか)把握しにくい」といった短所
も想定されます。

情報環境にまず求められるのは、フ
ロートの特長を最大限に活用できる表
現・機能を提供すると共に、利用者・運
用者が感じるであろう短所を減らすよう
な機能的・体験的な設計を行うことで
す。つまり、図書館管理システムやデジ
タル・アーカイブを活用して蔵書や郷土
資料を効率的に利用・管理することに
加えて、フロートに掲出できる豊かな文
脈情報を ① どのように表現・活用する
か、 ② どのように作成・管理するか、そ
して過去のフロートの内容をふくめて 
③ どのように検索・探索できるか、とい
う3点が、情報環境において利用者・運

営者それぞれの立場に対して解決すべ
き課題になると考えており、以下に解説
します。

情報環境を構成する具体的なシステ
ム要素や拡張性については、下部および
他様式資料に記載します。

フロートの表現と、検索・探索

各フロートには、タブレット端末を使
用したサイネージを設置し、そのフロー
トのテーマや、紹介されている書籍や関
連資料についての情報を、それぞれの間
のつながり(文脈)とあわせて表示・提供
していきます。これは、フロートに掲出
された内容から、フロートの外側の情報
(蔵書やデジタル・アーカイブに収蔵さ
れた資料)へとつなぐ役割の他、フロー
トに展示された蔵書が貸出状態にあっ
ても、そこに何があったかを伝えるとい
う役割をはたします。

関連する情報のまとまりを表現する
際には、共通する特徴によるグループ分
けが一般的です。図書館であれば十進
分類別・著者別・出版社別などのような
形で、書架整理・検索等に利用されてき
ました。

これに対して、フロートが表現する
テーマやつながり(文脈)は、項目間の関
係性を記述します。古くは「KJ法」のよ
うな発想支援法や、最近では「偏愛マッ

プ」のような技法がよく知られています
が、つながり(文脈)はそれぞれの項目情
報以上に、それぞれの理解・興味・関心
を素早く詳細に提示します。

一般的な蔵書検索では、共通する特
徴によって書籍が分類されていること
を前提に、利用者は「探したいもの・こ
とを表す適切なキーワードを知ってい
る」ことではじめて活用できます。こう
した検索方法は、目的を持った深掘り
の際には役立つかもしれませんが、気
軽に驚きのある新しい出会いを体験す
ることは難しいでしょう。

フロートによる探索体験は、出会い
の最初の一歩を運営者が用意した「特
集棚」として提供し、利用者はそこから
広がるさまざまなつながり(文脈)をヒン
トに新しい出会いを探る、興味・関心の
散歩のようなものです。

そして、この散歩道は、つながり(文
脈)が蓄積されていけばいくほど、散歩
の度に異なる顔を見せる、表情豊かな
散歩道になっていくでしょう。

フロートの作成と管理

フロートで紹介する蔵書・資料をテー
マに沿って集め、そのつながり(文脈)を
設定していく作業は、まさに「編集」と
いう行為です。このような行為は、今回
の情報環境で初めて構想されたわけで

はなく、これまでの市立図書館ウェブサ
イトでも「資料」コーナーにエクセル形
式の独立したファイルとして提供してい
ます。

一方でシステム化されていないため、
利用者にとっては「ファイルがエクセル
形式のため活用しにくい」「ファイル内
の書籍情報からすぐに検索することが
できない」「書架から見つけにくい」と
いった使い勝手の課題があり、運営者
にとっても独立したファイル単位となっ
ているため作成・更新がしにくいもの
だったと考えられます。

今回提案する情報環境では、特定の
テーマに沿った蔵書・資料のつながり
(文脈)を編集し、共有する機能を情報
環境の重要な機能としてシステム化し
ます。この機能はフロートに掲出する
情報の作成・管理を第一の目的としま
すが、同時に館内の情報端末にフロー
トの内容を表示したり、ウェブサイトに
も掲載可能なデータとして活用するこ
とも想定しています。また、過去に作成
したフロートの情報を、蔵書検索の際
のメタデータとして再利用することで、
単なるキーワードの一致順序とは異な
る意味的なつながりの強さを利用者に
提示しすることができるでしょう。これ
は、結果を絞り込む際のヒントとして、
出会いを促進するものになると考えて
います。

Contents Management System 
から、Context Management 

Systemへ

市民参加型の共創という場合、「作
品を作る」「文章やプレゼンテーション
を作って共有する」といった、一つのま
とまったもの (作品・コンテンツ)を作る
という点に注目しがちで、求める使いや
すさも制作面や収集面を意識しがちで
す。こうしたコンテンツを中心とした共
創は、素晴らしい取り組みになる場合も
ありますが、利用者は出来不出来を意
識してしまうことが参加障壁となってし
まい、結果として参加が減っていしまう
場合があります。私たちが提案する情
報空間にもコンテンツ管理機能が含ま
れますが、参加する方が少ない場合、そ
こには同じような完成度の作品・コンテ
ンツが並び、多様性に乏しい「作品集」
になる恐れもあります。そもそも「共創
という施策がうまくいかなかった」とい
う評価にもつながりかねません。

私たちが、フロートに掲出されるテー
マやつながり(文脈)もメタデータとして
作成・管理できるようにシステム化する
のは、運営者にとってフロートを作成・
管理しやすい情報環境を提供すること
だけが目的ではありません。新しいコン
テンツを作成することが苦手な利用者
にも参加機会を提供すること、言い換
えると共創の敷居を下げて多様な参加

の形を促進することも目的です。そのよ
うな情報環境であれば、よりたくさんの
利用者に、よりさまざまな方法で共創
に参加してもらえると考えており、それ
こそが情報環境において重視されるべ
き「使いやすさ」であると考えます。。

例えば、利用者それぞれが、自分が見
つけたつながり(文脈)を作成し、共有で
きるようにすること。運営者はそうして
共有されたつながり(文脈)の中から、興
味深いものを新しいフロートに掲出す
るかもしれません。これは、市民が参加
できる特集棚で、立派なコンテンツで
す。

子どもたちが興味のある絵本は、人
気のあるものが取り合いになりがちで
す。ですが、人気順とは異なる、絵本の
つながり(文脈)が共有されていたとし
たら、次の絵本を選択する幅が広がる
のではないでしょうか。

教育現場でも、郷土史の学習などで
この情報環境を活用することができま
す。これまでに作られたつながり(文脈)
を探索し、さらに別のつながり(文脈)
や、そこからつながる家庭にあった資料
を加えていくことで、より郷土について
親しみ、理解を進めていくきっかけを
提供できるでしょう。

つながり(文脈)をコンテンツとして活
用する方法は、図書館複合施設の活用
と共に広がっていくと考えます。

図書館管理システム「LiCS-Re3」
貸出、返却、蔵書管理など、図書館

業務をトータルサポートする公共図書
館向け管理システム。フロートのよう
な移動式書架の管理にも対応した、柔
軟な業務設計・業務運営が可能。
利用者の利用を促進する、読書記録

やレビュー投稿といった機能も用意。
利用状況による管理パラメータの調

整や、電子書籍形式の蔵書を開始する
場合の管理機能など、将来的な運営ニ
ーズの変化による機能拡張にも対応。

IC 機器 /IC タグ
図書館管理システムと連携するIC機

器/ICタグにより、運営業務の効率化
を実現。UHF帯を使用しており、蔵書
点検は管理端末一台で3万冊/日の読取
りが可能で、点検作業などの業務時間
の短縮が可能。
貸出業務においても、利用者カード

のバーコード、スマートフォン表示バ
ーコード、マイナンバーカード等に対
応可能。利用者のプライバシー保護と
運営者の省力化に配慮した、効率的な
貸出業務を提供。

出入り口に設置するゲートは、最大
2mの幅がとれるほか、5cmの薄型設
計のため、通路幅を広くすることが可
能。運営業務の効率化だけでなく、ベ
ビーカーのすれ違いや、お子様と手を
つないでの入退場といった、快適な利
用体験を提供。
デジタル・アーカイブ
貴重な郷土資料をより多くの人に利

用してもらうために、(株)寿限無が提
供する、全国各地の図書館/施設に導
入実績があるデジタルアーカイブシス

テムを導入。実績のある機能だけでな
く、収蔵資料のデジタル化・運用のノ
ウハウについてもサポート。
運営者が用意する資料の他、市民か

らも資料を提供できる仕組みを用意す
ることで、市民参加型の資料蓄積と情
報発信にも対応。
横断検索
㈱カーリルが提供する蔵書の横断検

索を導入。県立図書館など他の図書館
の蔵書や、各種データベースにも柔軟
に接続でき、高速に検索可能。

市内の学校図書室の蔵書に対しても
横断検索の範囲を拡大することで、各
学校図書館と連携して蔵書・資料を活
用するような、将来的な拡張にも対応。
デジタル・サイネージ
可動式のタッチパネル式ディスプレ

イを設置。
新着図書やおすすめの蔵書の他、館

内施設(アンカー)の利用状況やイベン
ト情報・利用案内・所蔵資料・電子デ
ータ資料案内・市からのお知らせ・観
光情報・SNSフィード等が表示可能。

一方的な表示ではなく、タッチパネ
ルを通して利用者が知りたい情報を選
択可能。
利用者用複合機
フロートに設置したタブレットや利

用者検索端末、貸出端末等からの印刷
にはカラー複合機を設置。
利用者は、各端末からの印刷操作後、

図書館カウンターにて端末番号を伝え、
ICカードを借り受ける。このICカード
を複合機にかざすことで印刷が開始さ
れるため、印刷内容が他人の目に触れ

ることを回避。
施設予約 /管理
館内施設(アンカー)の予約は、ウェ

ブサイト(PC/スマートフォン/タブレ
ット)からの直接予約だけではなく、
電話・FAX等での予約代理入力に対応。
登録済みの利用者であれば、係員が予
約や利用状況確認の代行が可能。
ユーザビリティ関連規格に準拠した

画面構成や、利用者にあわせた文字サ
イズ・色合い指定機能等、幅広い利用
者を想定したサービス提供が可能。

情
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仕様策定と
システム開発のすすめ方

詳細な内容は様式第14号に記載しま
すが、私たちが考える仕様決定のプロ
セスは、単に市民の声を聞きその要望
を要件に取り込むことではありません。
私たちが構築をめざす情報環境のコン
セプトを共有し、理解していただいた上
で、利活用のアイデアを共創していくプ
ロセスとして位置づけています。

私たちが掲げる基本コンセプトは、
簡単な言葉で表現すると、「集めて」
「編む」こと、つまり「編集」の仕組み
づくりです。編集の対象は、小千谷に暮
らした人々が郷土に残した資料や経験
であり、編集の結果として編みあげら
れるものは小千谷の人々の物語です。
この基本コンセプトの共有と、その実
現のために情報環境が持つべき機能に
ついて利用者・運営者と対話する機会

を開発工程に組み入れ、最終的な仕様
策定を行っていきます。

また、2024年6月の開館後も対話
機会を想定しています。ここでいただく
フィードバックや意見から、2024年12
月までに対応するもの、今後の課題とし
て検討していくものを整理し、情報環境
の活用・改善を図っていきます。

業務体制と参加企業の特色

今回の提案は、基本コンセプトを実
現するための情報環境構築を目的と
しています。この情報環境が提供する
機能や体験については、様式第12号
および様式第13号に記載しますが、
全体として右図に示す要素を統合した
システムとなります。

今回提案する情報環境を実現するた
めに、CEC新潟情報サービス㈱を統括

企業とし、図書館システム、横断検索シ
ステム、UX/UI設計等の各分野を専門
とする協力企業とともに開発を進めて
いきます。

CEC新潟情報サービス㈱は新潟県内
に本社をおく地場企業として、今回の小
千谷市のプロジェクトにおいても地域
に密着しながら情報環境の構築と運営
サポートを提供していくとともに、小千
谷市と協力各社とをつなぐハブとして機
能します。

協力企業のうち、特に、NEC情報サー
ビス事業グループの参画企業は、過去
にも各社の得意分野を生かした協力体
制を構築しており、全国の自治体や公
共施設にさまざまな情報システムを提
供してきました。グループ間の情報共有
も密に行っており、各業務間をまたがる
システム連携についても、使いやすさを
配慮した形で提供しています。



小千谷に暮らす利用する人と運営する人とが、フロートとアンカーを通して相互に関わりながら
「自分たち事」の物語 ～小千谷のもの・こと～ と出会い、紡いでいく、体験の循環をめざします。

技術提案書    情報環境の整備による利用者及び運営者の体験 様式　第 13号

weaving experience
「出会う」体験と
「紡ぐ」体験の循環

私たちが考える、図書館複合施設と
情報環境が提供する体験とは、新しい
何かに「出会う」体験と、新しい何かを
「紡ぐ」体験が循環するものです。何
かに出会って終わり、何かを探して終わ
り、何かを作って終わり、という独立し
た体験ではなく、蔵書・資料を紹介する
フロートを起点として、情報環境が提
供するつながり(文脈)から発見を重ね、
施設(アンカー)を活用しながら新しい
作品・つながりを作りだす循環を促す
ことを、ユーザーインターフェースデザ
インの指針とします。

能動的な利用者が体験する機会を、
そうでない人にも提供するデザイン

最新の技術により構築されるシステム
では、利用者との接点となる端末などに
対して能動的に使ってもらうことを前提
に設計することがよく行われます。その
上で、高齢者や障碍者といった、サービ
スを使いこなすことが困難な方々への
対応を追加していくことを、ユニバーサ
ルなデザインとしています。

私たちの情報環境が考えるユニバー
サルデザインは、高齢者や障碍者といっ
た方々への対応だけではなく、目的なし
にふらりと訪れたような能動的ではな
い利用者でも、自分のペースで新しい出
会いを体験でき、何かを紡ぎ出す体験
に参加していけるような、ちいさなきっ
かけを整えることです。この「ちいさな
きっかけ」となるのは、図書館複合施
設の中に蓄積される、つながり(文脈)で
す。情報環境の機能として、つながり(文
脈)をメタデータとして取り扱えるように
することはこれまでにも触れてきました
が、これは体験をデザインする上でも、
重要な要素であると考えています。

が予想される。この際、不適切
な内容の確認や取扱といった業
務フローも検討し、業務上の手
間を増やさないような機能とし
て構築していく。

② フロートに掲出されるもの
情報環境が管理しているテー

マやつながり(文脈)の一部分を
とりだし、実際の蔵書を収めた
移動式書架がフロートである。
フロートに設置するタブレット
には「どのような観点で選書さ
れているのか」「選書された書
籍間にどのようなつながりがあ
るのか」といったメタデータを
可視化するとともに、関係する
デジタル・アーカイブの資料等
も表示し、新しい出会いにつな
げる。

⓪ 情報環境
図書館複合施設に構築する情

報環境は、図書館管理システム
やデジタル・アーカイブシステ
ムなどを組み合わせたシステム
であり、蔵書・資料・フロート
の管理を行う。また、横断検索
機能や、各種情報をサイネージ
等に配信する機能をもつ。(様
式11号概要図参照)

① 運営者の図書館業務体験
情報環境を構成するシステム

のうち、図書館業務で日常的に
利用するものは、図書館管理シ
ステム、施設予約・管理システ
ム、フロートやつながり(文脈)
を管理するシステム(Context 
Management System)である。
図書館管理システムは、蔵書

管理・貸出管理といった基本的
な業務をサポートするが、IC機
器/ICタグとの連携をとりいれ
ることで、配架などの蔵書管理
業務や、貸出・返却業務を効率
化することが期待できる。
施設予約・管理システムは、

主に施設(アンカー)を利用者に
貸し出す際のスケジュールと備
品管理業務をサポートする。シ
ステムでは、デジタル機器に不
慣れな利用者も施設予約を活用
できるよう、FAX等による代理
予約機能を備えるが、運営者の
業務量・業務フローを確認した
上で、現実的な活用方法を確認
していく。
フロートやつながり(文脈)の

管理は、利用者の体験にとって
も重要な機能であり、重要な業
務になると考えられる。開館直
後は、運営者のみがフロートや
つながり(文脈)を取り扱うが、
参加型の共創活動が進むと、市
民による作成・共有も進むこと

③ 図書館利用者の出会いの体
験をサポート
利用者が図書館に来館した際

によくある行動として、サイネ
ージに掲出されるような公共情
報をまず目にし、次にフロート
を巡り、興味を持った蔵書や資
料について検索端末から検索し、
開架書架の間を探索して興味あ
る蔵書を手に取る、といった流
れが想定できる。また、特に気
になった蔵書や資料については、
印刷や貸出手続きといった行動
につながる。
利用者にとって興味・関心か

ら何かを発見する起点は、サイ
ネージやフロートが提供するが、
これらは公共の場に置かれた誰
でも目にする情報である。
一方で、興味を持った内容を

調べたり、借りたりするような
収集する段階では、それは公共
に置かれた情報ではなく個人的
な情報となっていく。個人的な
情報については、利用者用複合
機による印刷内容を他人が触れ
ることのないような利用フロー
や、IC機器/ICタグを利用した
貸出手続きのように、個人の興
味・関心を詮索されない体験設
計により、安心して興味・関心
の収集に集中できるよう、情報
環境の個人情報保護ポリシーを
適切に定め、運用していくこと
も、豊かな出会いの体験の実現
に重要な要素となる。

④ 図書館の利用から、施設 (ア
ンカー )の利用へのつながり
施設(アンカー)の利用予約は、

さまざまなデバイスでの表示に
対応したウェブサイトから申し

込む。利用状況はウェブサイト
や館内サイネージに掲出される。
誰でも参加可能なイベントの場
合、掲出された情報を元に、す
ぐに参加申し込みできる導線を
用意する。
また、例として「フロートで

紹介している絵本についての読
み聞かせ会をアンカーにて行
う」といった企画の場合、フロ
ートに設置したタブレットにも
イベント情報を掲出し、参加申
し込みの導線を用意するような
連携に加え、読み聞かせ会での
朗読音声をデジタル・アーカイ
ブに登録し発信するような、当
日参加できなかった方々にも参
加機会を提供するといった連携
も考えられる。

⑤ 施設 ( アンカー ) 利用者の体
験をサポート
施設(アンカー)を利用する場

合、公共施設であるという性格
上、制作過程の体験だけでなく、

そこで紡ぎ出されたものを簡単
に共有できることも重要になる。
演奏・講演、創作・編集した成
果物はもちろん、創作・編集の
プロセス自体が共有されるべき
コンテンツという場合もある。
施設(アンカー)を利用する際

は、利用者に対して、得られた
コンテンツ・資料・それぞれの
つながり(文脈)を情報環境に登
録する方法を提示し、成果物自
体を次の出会いの素材として保
存・継承する導線を用意する。

⑥ 教育現場での利用体験
現実の世界はさまざまな事柄

が複雑につながりながら過去を
構成し、現在に続いている。教
育現場では教科毎に世界の複雑
なつながりを分解して教えてい
くが、総合学習のように横断的
な情報収集・思考・そのプロセ
スを可視化して発表する学びの
機会も増えている。このような
学びに、情報環境は効果的な機
能・体験を提供できる。
例えば、「小千谷縮」を調べ

る場合、目についた個々のもの
を対象に調べはじめ、その表面
的な特徴から深掘りしていくこ
とが多い。情報環境を利用する
場合、個々のものだけでなく、
つながり(文脈)が可視化されて
おり、「なぜそのようなつなが
りがあるのか」といった横断的
思考を促す効果が期待できる。
小千谷縮の意匠が気になった時
に、見本帳のような資料を探し
当てて深掘りするだけでなく、
つながり(文脈)を参照して「な
ぜ見本帳が作られたのか」「当
時の意匠の変化」「当時の流通
の仕組み」といった観点に気づ
くことができ、気づきを保存・
継承することで、次の世代に学
びの成果を伝えられるだろう。

情 報 環 境 が 提 供 す る 出 会 う 体 験 情 報 環 境 が 提 供 す る 紡 ぐ 体 験

特定のテーマにそって、
物理的に蔵書や資料を展示する
フロート ( 移動式書架 )と、

フロートに設置したタブレットを
起点とした出会いの場

図書館職員
(運営者 )

図書館利用者

教育活動

施設 (アンカー )利用者

共創し物語を紡ぐ場
アンカー
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凡例 :

蔵書、資料をグループにした際の題目
蔵書、資料間の関係性を示す語句

書影は、図書館蔵書を表した例
青枠の写真は、デジタル・アーカイブ収蔵資料を表した例

小千谷の物語小千谷の物語小千谷の特産小千谷の特産

地震と物語地震と物語

小千谷の自然小千谷の自然

新潟の地理新潟の地理

小千谷と教育小千谷と教育

小旅行小旅行

史跡散策史跡散策

地域の歴史地域の歴史

地域の偉人地域の偉人

産業と教育産業と教育
郷土の産業郷土の産業

郷土史郷土史読みやすい
地域史

読みやすい
地域史

日本初の
公立小学校
日本初の
公立小学校

郷土の民話郷土の民話

民話民話

じんわりいい話じんわりいい話

伝承伝承

驚きの話驚きの話

伝説になる?伝説になる?

伝説と伝記伝説と伝記

伝記伝記

伝承と民俗学伝承と民俗学
生活と民俗学生活と民俗学

民俗資料民俗資料

当時の暮らし当時の暮らし

小千谷の教育史小千谷の教育史

郷土の地理郷土の地理

着物と生活着物と生活

伝説伝説

山歩き山歩き

西脇順三郎西脇順三郎

小千谷縮小千谷縮

古文書古文書

小千谷の歴史小千谷の歴史新潟の歴史新潟の歴史

日本初の
公立小学校
日本初の
公立小学校

蔵書、資料、つながり (文脈 ) などの
メタデータと共にフロートを
管理する、情報環境



情報環境の構築プロセスでは、私たちが提案する情報環境を活用して物語 ～小千谷のもの・こと～ を紡ぐ
方法を、利用者や運営者と共有し、共創していくことをめざします。

技術提案書    工程計画 様式　第 14号

weaving process

情報環境を構築するプロセスでは、
発注者との密な会議体を用意しながら
進めるほか、最終的なユーザーとなる
利用者・運営者との対話プロセス(ダイ
アローグ)を4回程度設定し、進めてい
きます。

ダイアローグは、システム開発におけ
る認識の齟齬を減らすことを目的としま
す。「専門家が使用するシステムに関す
る専門用語を、参加者それぞれが想像
する」というような説明会方式で双方の
認識に齟齬が生じることを避けるため、
発注者との会議体やダイアローグにお
いては、システムの一部をプロトタイピ
ングによって仮に実装したモックアップ
で体験してもらうこと、工程終盤では実
際のシステムを操作してもらうことを計
画しています。

このようなプロトタイピングを用いる
ことで、私たちの考える情報環境を早い

段階で具体的に発注者・利用者・運営者
と共有・確認し、フィードバックをうけな
がら、情報環境を構築していくことを進
めていきます。

ダイアローグ ①
企画・設計時の概念共有

私たちの考える情報環境の概念につ
いては、本資料および二次審査でのプ
レゼンテーションとダイアローグにて説
明します。それに加えて、受注後に改め
て利用者・運営者に対して、情報空間の
概念とその利活用について、対話の機
会を予定しています。

ここで得られる意見を反映し、システ
ム全体のスコープ(開発内容と開発範囲)
および詳細工程計画を作成し、納品時
の仕様として発注者より承認をいただ
きます。

ダイアローグ ②
開発過程の進捗共有

開発期間中は、利用者・運営者に対し
ても、途中進捗を共有する対話の機会
を予定しています。

この場は、単に市民に対する予算執
行状況の情報開示を目的とはしていま
せん。IT分野に興味がある小千谷市の
生徒・学生にも参加いただき、システム
開発の工程とそこで行われている職務
を知る機会を提供することも目的とし
ています。

生徒・学生にとっては、各教育過程に
おいてICT機器・サービスの利活用が進
められている昨今ですが、実際の産業
活動現場を知っていただく機会として
この対話の場を提供することで、将来
のキャリアパスを考える機会となること
を期待しています。

ダイアローグ ③ ④
開館後のフィードバック

開館後、2回の実施を予定している対
話では、主に情報環境の中心となる「フ
ロート」が想定通り利活用されているか
について、意見交換を行います。

システムの利用状況をもとに、利用
者・運営者がフロートを中心としたサー
ビスに対して感じていることを洗い出
し、システムの更新として解決するの
か、または運営方法の改善で解決するの
か等を検討していく場とすることを想定
しています。

また、市民参加型のフロートの企画
運営方法についても意見交換を行い、
多くの利用者が情報環境を使用するだ
けでなく、そこに参加できる方法につい
ても検討していく場とすることを想定し
ています。

開発・試験工程

システムを構成する各要素の開発に
ついては、パッケージを使用するもの、
パッケージをカスタマイズするもの、新
規開発するものに分類できます。

発注者とは、受注後に決定する詳細
工程計画を元に、定期的に会議体を開
催し、各要素の開発および試験の進捗
を共有、円滑な開発工程の実現に努め
ます。会議体の開催頻度は、結合試験
開始までの開発期間は隔週、結合試験
開始後からトレーニング開始までは開
館に向けたステアリングミーティングと
して週次開催を予定しています。

各要素の単体試験後、図書館複合施
設内にて機材設置を開始するタイミン
グで、全体の試験(結合試験)を行いま
す。あわせて、運営者向けには、システ
ムの利活用についてのトレーニングを
提供します。

保守・更新・拡張の考え方

開館後の情報環境の保守は、受注後
に合意するサービスレベル契約に基づ
いて決定され、対応範囲は納品時の機
能の維持を想定しています。

情報環境を実行する環境(主にクラウ
ド環境)では、ベンダーが提供するセキュ
リティ対応について、適宜更新していく
ことを予定しています。

開館後のフィードバック開催時には、
利用状況をログなどにより確認した上
で、各システムの設定値を最適化する調
整を行います。納品時の仕様にない機
能変更・可能拡張については、要望を精
査し、予算承認されたものについて、対
応を行っていきます。

このページに記載した工程計画は提案
作成時点で検討しているものであり、
共創内容を含む最終的な工程は受注後
に決定するものとします。

が予想される。この際、不適切
な内容の確認や取扱といった業
務フローも検討し、業務上の手
間を増やさないような機能とし
て構築していく。

② フロートに掲出されるもの
情報環境が管理しているテー

マやつながり(文脈)の一部分を
とりだし、実際の蔵書を収めた
移動式書架がフロートである。
フロートに設置するタブレット
には「どのような観点で選書さ
れているのか」「選書された書
籍間にどのようなつながりがあ
るのか」といったメタデータを
可視化するとともに、関係する
デジタル・アーカイブの資料等
も表示し、新しい出会いにつな
げる。

⓪ 情報環境
図書館複合施設に構築する情

報環境は、図書館管理システム
やデジタル・アーカイブシステ
ムなどを組み合わせたシステム
であり、蔵書・資料・フロート
の管理を行う。また、横断検索
機能や、各種情報をサイネージ
等に配信する機能をもつ。(様
式11号概要図参照)

① 運営者の図書館業務体験
情報環境を構成するシステム

のうち、図書館業務で日常的に
利用するものは、図書館管理シ
ステム、施設予約・管理システ
ム、フロートやつながり(文脈)
を管理するシステム(Context 
Management System)である。
図書館管理システムは、蔵書

管理・貸出管理といった基本的
な業務をサポートするが、IC機
器/ICタグとの連携をとりいれ
ることで、配架などの蔵書管理
業務や、貸出・返却業務を効率
化することが期待できる。
施設予約・管理システムは、

主に施設(アンカー)を利用者に
貸し出す際のスケジュールと備
品管理業務をサポートする。シ
ステムでは、デジタル機器に不
慣れな利用者も施設予約を活用
できるよう、FAX等による代理
予約機能を備えるが、運営者の
業務量・業務フローを確認した
上で、現実的な活用方法を確認
していく。
フロートやつながり(文脈)の

管理は、利用者の体験にとって
も重要な機能であり、重要な業
務になると考えられる。開館直
後は、運営者のみがフロートや
つながり(文脈)を取り扱うが、
参加型の共創活動が進むと、市
民による作成・共有も進むこと

③ 図書館利用者の出会いの体
験をサポート
利用者が図書館に来館した際

によくある行動として、サイネ
ージに掲出されるような公共情
報をまず目にし、次にフロート
を巡り、興味を持った蔵書や資
料について検索端末から検索し、
開架書架の間を探索して興味あ
る蔵書を手に取る、といった流
れが想定できる。また、特に気
になった蔵書や資料については、
印刷や貸出手続きといった行動
につながる。
利用者にとって興味・関心か

ら何かを発見する起点は、サイ
ネージやフロートが提供するが、
これらは公共の場に置かれた誰
でも目にする情報である。
一方で、興味を持った内容を

調べたり、借りたりするような
収集する段階では、それは公共
に置かれた情報ではなく個人的
な情報となっていく。個人的な
情報については、利用者用複合
機による印刷内容を他人が触れ
ることのないような利用フロー
や、IC機器/ICタグを利用した
貸出手続きのように、個人の興
味・関心を詮索されない体験設
計により、安心して興味・関心
の収集に集中できるよう、情報
環境の個人情報保護ポリシーを
適切に定め、運用していくこと
も、豊かな出会いの体験の実現
に重要な要素となる。

④ 図書館の利用から、施設 (ア
ンカー )の利用へのつながり
施設(アンカー)の利用予約は、

さまざまなデバイスでの表示に
対応したウェブサイトから申し

込む。利用状況はウェブサイト
や館内サイネージに掲出される。
誰でも参加可能なイベントの場
合、掲出された情報を元に、す
ぐに参加申し込みできる導線を
用意する。
また、例として「フロートで

紹介している絵本についての読
み聞かせ会をアンカーにて行
う」といった企画の場合、フロ
ートに設置したタブレットにも
イベント情報を掲出し、参加申
し込みの導線を用意するような
連携に加え、読み聞かせ会での
朗読音声をデジタル・アーカイ
ブに登録し発信するような、当
日参加できなかった方々にも参
加機会を提供するといった連携
も考えられる。

⑤ 施設 ( アンカー ) 利用者の体
験をサポート
施設(アンカー)を利用する場

合、公共施設であるという性格
上、制作過程の体験だけでなく、

そこで紡ぎ出されたものを簡単
に共有できることも重要になる。
演奏・講演、創作・編集した成
果物はもちろん、創作・編集の
プロセス自体が共有されるべき
コンテンツという場合もある。
施設(アンカー)を利用する際

は、利用者に対して、得られた
コンテンツ・資料・それぞれの
つながり(文脈)を情報環境に登
録する方法を提示し、成果物自
体を次の出会いの素材として保
存・継承する導線を用意する。

⑥ 教育現場での利用体験
現実の世界はさまざまな事柄

が複雑につながりながら過去を
構成し、現在に続いている。教
育現場では教科毎に世界の複雑
なつながりを分解して教えてい
くが、総合学習のように横断的
な情報収集・思考・そのプロセ
スを可視化して発表する学びの
機会も増えている。このような
学びに、情報環境は効果的な機
能・体験を提供できる。
例えば、「小千谷縮」を調べ

る場合、目についた個々のもの
を対象に調べはじめ、その表面
的な特徴から深掘りしていくこ
とが多い。情報環境を利用する
場合、個々のものだけでなく、
つながり(文脈)が可視化されて
おり、「なぜそのようなつなが
りがあるのか」といった横断的
思考を促す効果が期待できる。
小千谷縮の意匠が気になった時
に、見本帳のような資料を探し
当てて深掘りするだけでなく、
つながり(文脈)を参照して「な
ぜ見本帳が作られたのか」「当
時の意匠の変化」「当時の流通
の仕組み」といった観点に気づ
くことができ、気づきを保存・
継承することで、次の世代に学
びの成果を伝えられるだろう。

2023 年 2024年
6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

市民共創 ( 利用者・運営者 )

会議体 ( 発注者 )

企画・設計

システム構築

試験

保守運用

図書館複合施設開館 (予定 )

6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月

発注契約 (予定 )

ダイアローグ ①
( 概念共有・モックアップ評価 )

システム開発
スコープの決定

仕様検討

プロトタイピングによる
仕様検討

各システム要素の
開発・単体試験

結合試験

ダイアローグ ③
( フィードバック )

ダイアローグ ④
( フィードバック )

ダイアローグ ②
( 進捗共有 )

ダイアローグから
のフィードバック
検討・改修

ダイアローグから
のフィードバック
検討・改修

保守・運用契約に基づく、サポートの提供

利用者向けプレビュー
運営者向けトレーニング

随時開催 隔週開催 週次開催 運用状況について月次報告


